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汎用性の高い新鏡面塗装「GLANZCOATシステム」

株式会社フェクト

代表取締役社長　安田　海人
やす だ かい と

　塗って乾燥させるだけで銀の光沢を生かした塗装が可能な新鏡面塗装「GLANZCOATシステム」を６年かけて開発し、平
成２６年９月に特許を取得している。銀を使った塗装は、高価で工程が複雑なため市場が広がらなかったが、「GLANZCOAT
システム」は、これまで環境面で問題のある銀メッキや設備の導入コストに課題のあった真空蒸着とは異なり、インクジェットなど
既存の塗装設備で使用できることから、自動車の装飾や家電・携帯電話の表面など高級感が必要な部品のほか、内装用の
プラスチックや木材への塗装等、多方面にも利用できる汎用性の高さが特徴である。「GLANZCOATシステム」は、基本的に
三層の膜から形成され、三層膜形成の工程はすべて既存の塗料と同じ扱いで良く、既存の塗装ラインをそのまま適用できるこ
とから新しい設備投資を必要とせず、複雑な形状物などに対してもこれまで塗装業者が独自に培ってきた技術をそのまま流用
できる。本社の研究施設のほか、鳥取県産業技術センター内にも研究室を設け、産官学連携による開発に取り組んでいる。

　㈱フェクトは、コーティング・ファインケミカル事業として、機能性コーティング剤、機能性ロウ付剤、難燃・防炎剤の研究開発、製造販売
を行っている。最終ユーザーは電子部品や車両関係、電力会社関係、食品関係、医療関係、公共機関などである。海外ではヨーロッパ・
ロシア・北米・南米・アジアなどで展開している。「GLANZCOATシステム」の概要は、以下の通りである。コーティングによる鏡面のような
金属調表現のニーズは、車両、家電などの工業デザイン分野に多く存在するが、いずれの技術においても専用の設備を必要とし、コーテ
ィングできる素材や形状に制約を受けたり、ランニングコストが高いなどのデメリットを抱えている。これに対して、スプレー塗装やインクジェ
ット印刷によりコーティングが可能であり、低温での乾燥で均一な鏡面膜層を形成することができる銀鏡膜層形成組成液、並びにこれを
用いた「GLANZCOATシステム」を開発した。すでに車両・家電メーカーと評価を進めており、表面処理業界で大きく注目されている。
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